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一
、 

は
じ
め
に

―
問
題
意
識
と
そ
の
背
景
、
時
代
が
求
め
る
多
様

性
と
〈
現
代
語
訳
〉

　

時
代
は
多
様
性
を
求
め
て
い
る
。L

G
B

T
Q

の
認
識
が
広
ま
り
、
地
球
環
境

問
題
に
対
し
てSD

G
s

が
本
学
の
文
化
祭
「
コ
ス
モ
ス
祭
」
で
も
強
く
意
識
さ

れ
、
何
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
々
新
た

な
情
報
と
国
民
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
時
代
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
始
め
て
二
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
音
楽
業
界
・
演
劇

業
界
と
い
っ
た
文
化
事
業
を
担
う
人
々
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
活
気
を
と
り
も

ど
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
古
典
文
学
関
係
で
は
二
〇
二
二
年
度
か

ら
実
施
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
伴
っ
て
国
語
の
選
択
科
目「
古
典
探
究
」

の
扱
い
に
対
す
る
議
論
が
起
き
、
教
科
書
に
も
っ
と
も
多
く
採
録
さ
れ
る
中
古

（
平
安
朝
）文
学
は
危
機
下
に
あ
る
と
と
ら
え
る
論
考
が
刊
行
さ
れ
た
り）

1
（

、「
病
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
配
信
や
論
考
が
発
表
さ
れ
た
り
し
た）

2
（

。
特
に
こ
の
時
代
を
反

映
す
る
用
語
と
し
て
「
人
流
」・「
抑
制
」
な
ど
聞
き
な
れ
ぬ
こ
と
ば
が
用
い
ら

れ
、
こ
と
ば
の
再
定
義
化
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
教
育
現
場
に
影
響
を

〈
現
代
語
訳
〉
か
ら
始
ま
る
古
典
和
歌
の
理
解

　
　

―
『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
派
生
す
る
多
様
性
―

中
田
幸
司

要
　
約

　

古
典
和
歌
の
〈
現
代
語
訳
〉
は
多
様
性
を
学
ぶ
た
め
の
宝
庫
で
あ
る
。
和
歌
を
教
授
／
享
受
す
る
に
は
対
象
の
テ
ク
ス
ト
を
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
テ
ク
ス
ト
は
原

典
の
存
在
し
た
往
時
か
ら
今
日
ま
で
、時
代
の
推
移
の
中
に
置
か
れ
、書
き
手
も
読
み
手
も
、さ
ら
に
伝
達
手
段
で
さ
え
も
紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
り
、

動
態
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
媒
体
は
進
化
し
て
も
テ
ク
ス
ト
の
み
か
ら
内
容
を
理
解
で
き
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
つ
ね
に
〈
現
代
語
訳
〉
が
求
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
単
に
テ
ク
ス
ト
を
理
解
す
る
役
割
と
し
て
補
助
的
／
従
属
的
に
用
い
ら
れ
た
現
代
語
訳
で
は
な
く
、
よ
り
和
歌
の
教
授
／
享
受
に
有
効
な

機
能
と
活
用
手
段
を
〈
現
代
語
訳
〉
に
見
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
現
在
、〈
現
代
語
訳
〉
に
は
多
様
性
を
具
現
化
し
た
要
素

が
あ
る
と
と
ら
え
な
お
す
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、〈
現
代
語
訳
〉
は
テ
ク
ス
ト
の
理
解
に
と
っ
て
間
テ
ク
ス
ト
性
の
意
義
を
も
ち
、
和
歌
を
は
じ
め
古
典
文
学
全
般
の
理
解
に

は
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
論
じ
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：〈
現
代
語
訳
〉・
古
今
和
歌
集
・
多
様
性
・
間
テ
ク
ス
ト
性

所
属
：
文
学
部
国
語
教
育
学
科 

受
領
日　

二
〇
二
二
年
一
月
二
四
日



〈現代語訳〉から始まる古典和歌の理解

与
え
た
の
がIC

T

教
育
の
導
入
で
あ
る
。
ひ
と
り
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

支
給
が
「G

IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
も
と
文
部
科
学
省
か
ら
教
育
委
員
会
を

経
由
し
て
推
進
さ
れ
た
。
大
学
教
育
で
は
対
面
／
遠
隔
の
二
者
択
一
か
ら
、
両

方
を
取
り
入
れ
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
／
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
」
が
中
心
と
な
り
、

学
生
は
新
た
な
〈
紙
と
エ
ン
ピ
ツ
〉〈
チ
ョ
ー
ク
と
黒
板
〉
に
よ
っ
て
学
び
始

め
た
。
一
方
で
社
会
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
時
代
下
こ
そ
人
文
学
を
は
じ
め

と
し
た
古
典
文
学
に
向
き
合
う
必
要
性
が
求
め
ら
れ
た）

3
（

。

　

さ
て
、
近
時
こ
の
古
典
文
学
は
「
テ
ク
ス
ト
遺
産
」
と
し
て
と
ら
え
な
お
さ

れ
て
い
る）

4
（

。
テ
ク
ス
ト
を
教
授
／
享
受
す
る
過
程
で
は
こ
れ
ま
で
も
現
代
語
訳

が
注
釈
と
い
う
観
点
か
ら
論
及
さ
れ
た
が
、
稿
者
も
ま
た
、
和
歌
の
現
代
語
訳

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
直
す
必
要
性
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
科
の
教
員
を
目
指
す
学
生
と
の
議
論
や
高
校
生
と
の
高

大
連
携
授
業
時
の
交
流
を
は
じ
め
、
海
外
の
古
典
文
学
研
究
者
の
「
遺
産
」
の

発
言
か
ら
刺
激
を
受
け
た
こ
と
に
あ
る
。

　

以
下
、
テ
ク
ス
ト
の
教
授
／
享
受
に
お
け
る
現
代
語
訳
を
再
検
討
し
た
い
。

そ
れ
は
一
般
の
現
代
語
訳
と
は
異
な
り
、
そ
こ
に
か
か
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
の
多
様
性
が
内
包
さ
れ
言
語
化
さ
れ
た
も
の
と
再
定
義
化
を
図
る
。
こ
の

と
き
に
は
〈
現
代
語
訳
〉
と
し
、
第
三
者
の
引
用
時
に
は
「
現
代
語
訳
」
と
す

る
。
同
時
に
複
数
の
〈
現
代
語
訳
〉
を
用
い
る
こ
と
の
有
効
性
と
成
果

―
多

様
性
の
宝
庫
と
し
て
の
理
解

―
、
間
テ
ク
ス
ト
性
を
有
す
る
機
能

―
テ
ク

ス
ト
理
解
の
始
発
と
な
る
役
割

―
の
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
研
究
の
状

況
と
教
育
へ
の
効
果
を
視
野
に
入
れ
て
論
じ
る
。　

二
、「
訳
／
訳
す
」
と
〈
現
代
語
訳
〉
と
し
て
の
再
定
義

　

江
戸
時
代
の
国
学
者
本
居
宣
長
は
、
そ
の
著
『
う
ひ
山
ぶ
み）

5
（

』
に
お
い
て
、

段
々
学
問
に
入
り
た
ち
て
、
事
の
大
す
ぢ
も
大
抵
は
合が

点て
ん

の
ゆ
け
る
ほ
ど

に
も
な
り
な
ば
、
い
づ
れ
に
も
あ
れ
、
古
ふ
る
き

書ふ
み

の
注
釈
を
作
ら
ん
と
早
く
心

が
く
べ
し
。
物
の
注
釈
を
す
る
は
す
べ
て
大
き
に
学
問
の
た
め
に
な
る
こ

と
也
。

と
述
べ
、
国
学
の
初
学
者
に
向
け
て
古
典
の
注
釈
の
作
成
を
心
が
け
る
よ
う
に

説
い
た
。
同
書
は
記
紀
を
は
じ
め
『
万
葉
集
』
へ
の
言
及
が
主
た
る
対
象
で
あ

る
が
、『
古
今
和
歌
集
』（
以
下
、『
古
今
集
』）
に
関
し
て
も
『
古
今
集
遠
鏡
』

を
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
頃
に
著
し
て
い
る
。
こ
の
際
の
和
歌
の
雅
語
を
俗

語
に
訳
し
た
功
績
は
い
わ
ゆ
る
現
代
語
訳
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
宣

長
の
言
行
一
致
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
る）

6
（

。

　
『
古
今
集
』
は
十
世
紀
初
頭
、
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年
に
、
日
本
初
の
勅
撰

和
歌
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
日
本
人
の
価
値
観
を
象
徴
す

る
景
と
情
を
含
む
歌
集
と
し
て
伝
わ
る
。
四
季
と
恋
を
二
大
部
立
に
置
き
、
後

世
、
和
歌
に
限
ら
ず
散
文
の
文
学
に
も
広
く
影
響
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
歌
集

は
、
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に
至
る
背
景

―
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
国
の
施
策
や
往
時
の
政
治
権
力
が
い
か
に
反
映
さ
れ
た
の
か

―
、
ま

た
、
成
立
時
期
と
序
（
仮
名
序
・
真
名
序
）
の
内
容
の
整
合
性
な
ど
、
和
歌
の

教
授
／
享
受
に
つ
い
て
も
問
題
が
残
る
。

　

本
稿
で
は
特
に
『
古
今
集
』
に
採
録
さ
れ
た
和
歌
に
着
目
し
、
そ
の
現
代
語
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訳
が
抱
え
る
問
題
を
確
認
し
、
近
年
の
和
歌
の
現
代
語
訳
の
状
況
を
い
か
に
理

解
し
、〈
現
代
語
訳
〉
と
し
て
活
用
す
べ
き
か
を
考
え
る
。
こ
こ
に
い
う
〈
現

代
語
訳
〉
は
前
述
に
加
え
次
の
よ
う
な
特
徴
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
教
授
／

享
受
の
段
階
と
詠
出
往
時
の
段
階
で
は
時
代
間
格
差
や
地
域
の
言
語
や
文
化
の

差
、
あ
る
い
は
個
人
の
価
値
観
な
ど
多
く
の
要
因
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
〈
ワ

カ
ラ
ナ
イ
コ
ト
〉
が
生
じ
て
い
た
証
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
今

〈
ワ
カ
ル
コ
ト
〉
を
目
指
し
、
訳
者
た
ち
が
考
察
し
た
成
果
で
あ
る
。〈
ワ
カ
ル

コ
ト
〉と
判
断
す
る
第
一
読
者
は
訳
者
自
身（
な
い
し
は
そ
の
周
辺
の
協
力
者
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
第
三
に
新
た
な
知
見
や
価
値
観
が
加
わ

れ
ば
〈
現
代
語
訳
〉
は
改
訂
さ
れ
る
可
能
性
を
つ
ね
に
も
ち
、い
わ
ゆ
る
イ
マ
・

コ
コ
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
動
態
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
生
じ
る
。
第
四
に
特
に
初
学
者
に
は
テ
ク
ス
ト
以
上
に
そ
れ
を

理
解
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
点
か
ら
い
う

と
、〈
現
代
語
訳
〉
は
和
歌
を
理
解
す
る
上
で
の
到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

初
学
者
に
と
っ
て
の
始
発
点
に
あ
た
る
。〈
現
代
語
訳
〉
の
再
定
義
は
こ
こ
に

始
ま
る
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
そ
も
そ
も
訳
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
古
代
中
国
の
字

書
『
説
文
解
字）

7
（

』
に
は
、「
傳
譯
四
夷
之
言
者
」
と
あ
り
、
同
書
を
引
く
字
書

の
ひ
と
つ
『
字
通）

8
（

』
に
も
、

旧
字
は
譯
に
作
り
、
睪
（
え
き
）
声
。〔
説
文
〕
三
上
に
「
四
夷
の
言
を

傳
譯
す
る
な
り
」
と
あ
っ
て
、
異
言
を
通
ず
る
こ
と
を
い
う
。

と
あ
り
、
異
な
る
言
語
に
通
じ
る
こ
と
が
根
本
的
な
意
味
と
さ
れ
る
。
他
言
語

に
通
じ
る
と
い
う
の
は
同
時
代
に
お
け
る
理
解
と
、
異
な
る
時
代
に
お
い
て
生

じ
る
理
解
と
の
双
方
が
あ
る
が
、日
本
の
文
学
史
上
に
お
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』

推
古
紀
十
五
年
七
月
戊
申
朔
庚
戌
（
三
日
）
の
条
に
、
小
野
妹
子
が
遣
隋
使
と

し
て
遣
わ
さ
れ
た
記
事
に
は
、

秋
七
月
戊
申
朔
庚
戌
、
大
礼
小
野
臣
妹
子
遣
二
於
大
唐
一
。
以
二
鞍
作
福

利
一
爲
二
通
事
一
。

（
秋
七
月
の
戊ぼ

申し
ん

の
朔
つ
き
た
ちに

し
て
庚か
う

戌し
ゆ
つに

、
大だ
い

礼ら
い

小を

野の
の

臣お
み

妹い
も

子こ

を
大も
ろ

唐こ
し

に
遣
つ
か
は

す
。
鞍く
ら

作
つ
く
り
の

福ふ
く

利り

を
以も

ち
て
通を

事さ

と
す
。）（
太
字
・
傍
線
部
稿
者
、
以
下

同
じ）

9
（

）

と
あ
り
、
鞍
作
福
利
が
「
通
事
」（
通
訳
）
を
担
う
た
め
同
行
し
て
い
る
。
こ

の
推
古
紀
の
記
事
は
後
世
、
明
治
政
府
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
古
事
類
苑
』
に
「
譯
語
」
の
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る）

10
（

。
古
代
に
お
け
る
「
譯

語
」
の
基
盤
に
は
同
時
代
に
お
い
て
外
国
語
か
ら
日
本
語
へ
と
、
通
じ
な
か
っ

た
言
語
を
通
じ
さ
せ
る
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
今
日
の
『
大
漢
和
辞

典）
11
（

』
の
「
譯
」
の
項
目
に
は
第
一
項
に
、

一　

つ
た
へ
る
。
の
べ
る
。
う
つ
し
い
ふ
。
他
國
の
言
を
自
國
の
語
に
な

ほ
し
て
其
の
意
を
通
ず
る
。
又
、
其
の
こ
と
を
主
る
人
。

と
あ
り
、『
説
文
解
字
』
の
用
例
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
前
述
の
推
古

紀
の
「
通
事
」
に
通
じ
る
内
容
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
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二　

わ
け
。
わ
け
を
と
く
。
経
義
を
と
き
あ
か
す
。

と
あ
り
、
儒
家
の
五
経
を
解
き
明
か
す
意
味
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
今
日
の
古

典
の
意
味
を
理
解
す
る
上
で
用
い
ら
れ
る
「
訳
」
の
意
味
に
近
似
し
て
い
る
と

考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
現
代
の
国
語
辞
典
の
代
表
的
な
『
日
本
国
語

大
辞
典）

12
（

』
に
よ
っ
て
名
詞
「
訳
」
と
動
詞
「
訳
す
る
」
を
み
る
と
、

（
1 

）
訳
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
訳
し
た
文
字
や
文
章
。

　

 

＊ 

正
法
眼
蔵
〔
1 

2 

3 
1
〜
5 

3
〕
転
法
輪
「
旧
訳
あ
り
新
訳
あ
り

と
い
へ
ど
も
、
疑
著
す
る
と
こ
ろ
、
神
龍
年
中
の
訳
を
う
た
が
ふ

な
り
」

　

 

＊ 

野
分
〔
1 

9 

0 

7
〕〈
夏
目
漱
石
〉
二
「『
何
の
草
稿
だ
い
』『
地
理

教
授
法
の
訳
（
ヤ
ク
）
だ
』」

　

 

＊
司
馬
相
如
―
喩
巴
蜀
檄
「
康
居
西
域
重
訳
納
貢
、
稽
来
享
」

（
2 

）
漢
字
を
和
訳
す
る
こ
と
。
ま
た
、そ
の
訳
し
た
訓
。
和
訓
。
よ
み
。

訓
。

と
あ
り
、（
1
）
は
平
安
時
代
よ
り
時
代
が
下
る
道
元
の
仏
教
思
想
書
『
正
法

眼
蔵
』
を
例
に
あ
げ
、
仏
教
の
経
典
を
理
解
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

（
2
）
は
漢
字
を
和
訳
す
る
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
中
国
語
か
ら
日
本
語
へ
通
訳

す
る
推
古
紀
の
記
事
に
通
じ
る
。
ま
た
、
動
詞
「
訳
す
る
」
を
み
る
と
、　

（
1 

）
意
味
・
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
き
あ
か
す
。
解
釈
す
る
。

（
2 

）
あ
る
国
の
言
語
・
文
章
を
、他
の
国
の
言
語
・
文
章
に
移
し
替
え
る
。

翻
訳
す
る
。

（
3 

）
古
語
・
漢
語
に
よ
る
文
章
を
現
代
語
に
よ
る
文
章
に
な
お
す
。
解

釈
す
る
。

の
よ
う
に
（
1
）
に
は
広
範
囲
に
解
き
明
か
す
意
を
示
し
、（
2
）
に
は
外
国

語
を
翻
訳
す
る
意
を
示
し
て
い
る
（
た
だ
し
、「
和
訳
」
な
ど
日
本
語
に
限
定

は
し
て
い
な
い
）。（
3
）
に
は
古
語
、
現
代
語
の
よ
う
に
過
去
の
文
章
を
現
代

語
に
な
お
し
、
漢
語
か
ら
は
過
去
も
現
在
も
双
方
と
も
に
対
象
と
し
て
現
代
語

に
す
る
と
い
う
説
明
と
な
り
、
一
般
的
に
は
「
解
釈
す
る
」
と
同
意
と
取
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
辞
典
の
編
集
方
針
上
、
新
し
い
解
説
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉）

13
（

』
に
は
、

1 　

あ
る
国
の
言
語
・
文
章
を
他
の
国
の
言
語
・
文
章
に
直
す
。
翻
訳
す

る
。「
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説
を
日
本
語
に

―
・
す
る
」

2 　

古
語
・
漢
語
に
よ
る
文
章
を
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
の
文
章
に
直

す
。 「
源
氏
物
語
を
口
語
に

―
・
す
る
」

と
あ
り
、
1
で
は
外
国
語
の
翻
訳
を
あ
げ
、
2
に
お
い
て『
日
本
国
語
大
辞
典
』

を
踏
襲
し
つ
つ
「
わ
か
り
や
す
く
」
と
付
言
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
国
語
辞
典

の
中
で
購
買
率
が
高
い
『
新
明
解
国
語
辞
典）

14
（

』
に
は
、

　

外
国
語
・
古
文
・
方
言
な
ど
、
体
系
の
異
な
る
言
語
で
述
べ
ら
れ
た
内

容
を
現
代
の
普
通
の
言
葉
で
表
わ
す
（
そ
の
国
の
言
葉
に
直
す
）
こ
と
、

ま
た
、
そ
う
し
た
も
の
。
翻
訳
。「
現
代
語

―
・
英
文
和

―
」

― 155（4）―



『論叢』玉川大学文学部紀要　第62号

と
あ
り
、
同
時
代
に
限
ら
ず
異
な
る
時
代
も
併
せ
て
解
説
し
「
普
通
の
こ
と
ば

で
表
わ
す
（
そ
の
国
の
言
葉
に
直
す
）」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
訳
す
る
」

意
義
は
狭
義
に
は
他
国
／
外
国
の
言
語
と
日
本
語
と
の
相
違
を
主
と
し
、
広
義

に
は
そ
れ
と
と
も
に
同
じ
国
内
で
時
代
の
隔
た
り
（
過
去
／
ム
カ
シ
）
に
よ
っ

て
差
異
の
生
じ
た
語
を
現
代
（
現
在
／
イ
マ
）
の
語
へ
と
修
正
す
る
意
味
合
い

を
も
つ
と
理
解
で
き
る
。

　

以
上
、
訳
と
は
何
か
に
つ
い
て
字
書
／
辞
書
か
ら
概
観
し
た
。
次
に
古
典
文

学
の
中
で
も
和
歌
を
〈
現
代
語
訳
〉
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
が
、
ま
ず
は
そ

の
対
象
と
と
も
に
、
参
考
と
す
べ
き
研
究
者
の
発
言
を
確
認
し
て
い
く
。

三
、〈
現
代
語
訳
〉
に
よ
る
和
歌
の
散
文
化
と
リ
ズ
ム
の
瓦
解

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
著
名
な
和
歌
の
現
代
語
訳
は
い
く
つ
も
見
出
せ
る
。

本
論
で
は
中
学
校
、
高
等
学
校
等
で
比
較
的
学
び
や
す
い
『
古
今
集
』
を
中
心

と
し
て
和
歌
の
〈
現
代
語
訳
〉
に
つ
い
て
そ
の
意
義
と
活
用
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
著
名
な
和
歌
へ
の
導
入
期
の
テ
ク
ス
ト
に
は
藤
原
定
家

撰
『
百
人
一
首
』
が
あ
る
。
こ
の
『
百
人
一
首
』
に
採
録
さ
れ
た
和
歌
の
現
代

語
訳
の
う
ち
小
池
昌
代
の
功
績
や
、
そ
れ
に
関
す
る
田
渕
句
美
子
の
指
摘
は
再

定
義
を
目
指
す
〈
現
代
語
訳
〉
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
田
渕
は
小
池
昌
代
訳
『
百

人
一
首）

15
（

』
に
言
及
し
た
際
に
、
同
書
に
対
し
て
「「
訳
」
と
あ
る
が
、
訳
だ
け

で
は
な
い
。
和
歌
・
そ
の
翻
訳
で
あ
る
現
代
詩
・
鑑
賞
文
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
」
と
端
的
に
そ
の
内
容
を
解
説
し
、
特
に
和
歌
を
現
代
詩
と
し
て
表
現
し

な
お
し
た
小
池
の
成
果
に
「
現
代
語
訳
で
は
表
せ
な
い
魅
力
を
、poetry

を
、

詩
の
言
葉
を
紡
い
で
鮮
明
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
そ
の
際
、

『
古
今
集
』
春
歌
下
に
詞
書
「
桜
の
花
の
散
る
を
よ
め
る
」
を
も
つ
八
四
番
歌
、

紀
友
則
の「
久
方
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
」

を
例
に
あ
げ
、
小
池
の
現
代
詩
「
ひ
さ
か
た
の
／
ひ
か
り
あ
ふ
れ
る　

の
ど
か

な
春
／
も
の
み
な　

ゆ
っ
た
り
と
／
ま
ど
ろ
む
な
か
／
桜
ば
か
り
が　

ち
り
い

そ
ぐ
／
静
心
も
な
く　

ち
り
い
そ
ぐ
」
に
対
し
て
「
こ
の
歌
は
、
忠
実
に
散
文

で
現
代
語
訳
す
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
く
陳
腐
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
、

「
ハ
行
音
で
静
か
に
た
ゆ
た
う
上
句
」
と
「
動
態
的
な
下
句
の
、
対
照
と
感
覚

の
変
化
」
を
と
ら
え
た
上
で
「
和
歌
中
の
歌
こ
と
ば
を
重
ね
な
が
ら
、
立
体
的

に
言
い
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
と
分
析
す
る
。
さ
ら
に
小
池
が
著
し
た
あ

と
が
き
の
、

古
語
か
ら
現
代
詩
に
訳
す
場
合
に
も
、
わ
た
し
は
古
の
歌
人
た
ち
の
視
線

を
探
り
、
同
じ
も
の
を
見
よ
う
と
試
み
た
。（
中
略
）
そ
れ
は
言
葉
だ
け

で
は
な
く
て
、
も
っ
と
原
始
的
な
肉
体
的
な
作
業
で
あ
り
、
要
は
身
体
の

リ
ズ
ム
を
歌
人
た
ち
に
あ
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
外
側
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
に
「
鑑
賞
」
す
る
の
で
な
く
、
歌
の
内
側

に
も
ぐ
り
こ
み
、
彼
ら
の
肉
体
に
迫
り
、
重
な
り
な
が
ら
、
も
の
を
見
る

こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

を
引
用
し
、「
歌
人
の
眼
に
重
な
ろ
う
と
し
、
表
現
意
図
を
復
元
し
よ
う
と
し
、

歌
が
生
ま
れ
た
時
に
戻
ろ
う
と
す
る
作
業
」
を
す
る
研
究
者
に
通
じ
る
と
、
評

価
し
た）

16
（

。

　

こ
れ
ら
の
言
辞
は
〈
現
代
語
訳
〉
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た
そ
れ
ら
を
教
授
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〈現代語訳〉から始まる古典和歌の理解

／
享
受
す
る
上
で
も
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古

語
を
単
に
「
現
代
語
訳
」
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
詩
と
し
て
訳
す
手
法
を
的

確
に
分
析
し
た
田
渕
の
読
解
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
が
、
新
た
な
問
題

に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
小
池
の
あ
と
が
き
か
ら
い
え
ば
「
身
体
の

リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
対
す
る
田
渕
の
言
辞
で
い
え
ば
「
忠
実
に
散
文
で
現
代
語

訳
す
る
」
こ
と
へ
の
言
及
で
あ
る
。

　

前
者
の
「
身
体
の
リ
ズ
ム
」
は
言
い
換
え
れ
ば
、
歌
人
に
寄
り
添
う
姿
勢
と

い
え
る
が
、
一
方
で
和
歌
が
韻
文
か
つ
定
型
の
リ
ズ
ム
五
七
五
七
七
の
上
に
成

り
立
つ
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
現
代
語
訳
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
。
ま
た
、
後
者
の
「
散
文
」
か

ら
は
、
現
代
語
訳
を
行
う
こ
と
が
、
実
は
韻
文
を
散
文
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、

や
は
り
五
七
五
七
七
の
リ
ズ
ム
を
瓦
解
す
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　

和
歌
に
は
五
七
五
七
七
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
こ
れ
を
第
一
義
と
し
て
今
日
で

も
学
校
教
育
で
は
学
ぶ
。
そ
の
た
め
に
音
読
し
、
リ
ズ
ム
を
体
感
さ
せ
る
こ
と

が
指
導
さ
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
現
代
語
訳
と
な
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
古
典
和
歌
や
後
の
近
代
短
歌
な
ど
を
現
代
語
に
訳
す
際
に
、
し
っ
か

り
と
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
訳
す
者
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば

現
代
歌
人
を
代
表
す
る
俵
万
智
が
実
際
に
行
っ
て
も
い
る）

17
（

。

　

だ
が
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
訳
者
や
、
和
歌
の
学
習
者
の
現
代
語
訳
に

は
、
い
わ
れ
る
五
七
五
七
七
の
「
リ
ズ
ム
」
は
ど
こ
ま
で
意
識
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
田
渕
も
ま
た
「
現
代
語
訳
」
は
「
散
文
化
」
さ
れ
る
こ
と
と
認
め
て

い
る
近
時
、
実
際
に
現
代
語
訳
を
学
生
に
求
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
リ
ズ
ム
は

意
識
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た）

18
（

。
こ
の
点
は
古
典
和
歌

を
外
国
語
訳
す
る
海
外
の
研
究
者
の
ほ
う
が
、
語
数
や
リ
ズ
ム
を
意
識
的
に
考

慮
し
て
自
国
の
言
語
に
翻
訳
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る）

19
（

。

　

つ
ま
り
、
和
歌
を
「
現
代
語
訳
」
す
る
上
で
田
渕
の
い
う
「
散
文
化
」
は
日

本
の
教
育
あ
る
い
は
研
究
上
、当
然
の
仕
儀
と
し
て
理
解
さ
れ
浸
透
し
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
和
歌
は
上
句
か
ら
順
に
情
報
が
開
示
さ
れ
、
下
句
に
至
っ
て
結
び

と
な
る
も
の
で
あ
り
、〈
現
代
語
訳
〉
を
す
る
上
で
は
〈
ワ
カ
ラ
ナ
イ
コ
ト
〉

を
〈
ワ
カ
ル
コ
ト
〉
に
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
主
眼
と
し
、
一
度
だ
け
の
読

み
で
は
明
確
に
は
な
ら
な
い
場
合
に
は
想
像
力
を
働
か
せ
、
繰
り
返
し
て
読
む

こ
と
や
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、表
現
上
の
多
様
な
修
辞
法
（
枕
詞
・

序
詞
・
掛
詞
・
縁
語
・
倒
置
） 

な
ど
を
見
出
し
、
適
切
な
語
句
を
創
造
す
る
こ

と
で
〈
現
代
語
訳
〉
と
し
て
言
語
化
が
図
ら
れ
て
い
く
。

　

こ
こ
に
文
字
数
や
音
数
の
加
減
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
し
、「
散
文
化
」
は

自
明
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
定
型
化
し
た
古
語
の
韻

文
を
現
代
語
の
散
文
と
同
列
の
ご
と
く
扱
う
こ
と
に
は
問
題
が
生
じ
る
。「
散

文
化
」
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
終
着
点
に
す
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に

も
う
一
歩
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
そ
れ

は
一
度
目
の
読
み
と
二
度
目
以
降
の
読
み
の
違
い
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

り
、〈
現
代
語
訳
〉
を
複
数
用
意
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
多
様
性
を
認
め
、
相

対
的
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
、
田
渕
は
、

現
代
詩
の
訳
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
著
者
は
小
中
学
生
に
も
伝
わ
る

よ
う
に
心
を
砕
い
た
の
で
は
な
い
か
。
小
中
学
生
が
音
読
し
て
も
楽
し
い

も
の
が
多
い
。

と
、現
代
詩
訳
を
し
た
小
池
の
成
果
は
小
中
学
生
に
も
よ
い
、と
認
め
て
い
る
。
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そ
こ
に
は
、詩
に
訳
し
た
こ
と
ば
の
選
択
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

和
歌
の
リ
ズ
ム
を
完
全
に
捨
て
去
る
こ
と
な
く
、
同
じ
韻
文
と
い
う
枠
の
中
で

置
き
換
え
て
み
せ
た
こ
と
が
効
果
を
生
み
、
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
稿
者
は
現
代
詩
を
短
絡
的
に
推
奨
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
既
存
の
現
代
語
訳
に
は
何
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
か
を
よ
り
追

究
し
、
そ
こ
に
存
在
す
る
思
考
や
こ
と
ば
の
多
様
性
を
見
出
す
〈
現
代
語
訳
〉

と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
検
定
教
科
書
に
載
る
和
歌
を

例
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

四
、
紀
貫
之
「
人
は
い
さ
」
歌
と
〈
現
代
語
訳
〉
の
活
用

　

令
和
三
年
度
版
光
村
図
書
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
中
学
校
国
語
3
の
「
い
に
し

え
の
心
を
受
け
継
ぐ
」
に
掲
載
さ
れ
る
『
古
今
集
』
に
は
、
紀
貫
之
、
藤
原
敏

行
、
小
野
小
町
の
和
歌
と
現
代
語
訳
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、「
出
典　
「
古
今
和

歌
集
」　

原
文
は
、「
古
今
和
歌
集
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11
）
に
よ
る
。」

と
明
記
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
紀
貫
之
の
和
歌
は
、

人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る

　

 

人
の
心
は
、
さ
あ
、
ど
う
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、昔
な
じ
み
の
な
つ
か
し
い
土
地
で
は
、花
が
昔
の
ま
ま
に
香
っ

て
い
る
こ
と
で
す
よ
。 

（
春
の
歌
上
）

と
い
う
具
合
で
あ
る）

20
（

。
中
学
三
年
生
に
と
っ
て
和
歌
を
理
解
す
る
上
で
現
代
語

訳
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
語

訳
を
最
初
か
ら
示
さ
ず
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
紡
ぎ
出
さ
れ
、
リ
ズ
ム
を
生

み
出
し
、
さ
ら
に
和
歌
の
意
味
や
内
容
が
明
確
に
わ
か
ら
な
い
、
モ
ヤ
ッ
と
し

た
感
覚
を
経
験
す
る
こ
と
も
教
育
上
は
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
し
、
わ
か
る
こ

と
ば
か
り
が
学
び
で
は
な
い
た
め
、
訳
し
に
く
い
と
こ
ろ
な
ど
を
学
習
者
に
探

さ
せ
た
り
考
え
さ
せ
た
り
す
る
過
程
も
用
意
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
〈
現
代
語
訳
〉
は
こ
の
和
歌
を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
批
判
的
に
、
か
つ
多
様
性
を
認
識
さ
せ
る
た
め
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

こ
こ
に
現
代
語
訳
を
読
む
こ
と
が
即
、
和
歌
を
理
解
し
た
こ
と
に
し
て
し
ま

う
こ
と
に
は
、
や
は
り
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
原
文
は
出
典
が
明
ら
か
で
あ
る
が
現
代
語
訳
は
同
じ
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
（
以
下
、
新
全
集
）
か
ら
の
引
用
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
。
新
全
集
の
現
代
語
訳
は
、

人
の
心
と
い
う
も
の
は
、
さ
ぁ
変
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
分
り

ま
せ
ん
が
、
昔
馴
染
ん
だ
こ
の
家
で
は
、
梅
の
花
は
昔
の
ま
ま
の
香
り
に

匂
っ
て
咲
い
て
い
ま
す
ね
。

と
あ
り
、「
と
い
う
も
の
は
」
の
有
無
や
「
な
つ
か
し
い
土
地
」
の
付
加
、
あ

る
い
は
何
よ
り
も
「
梅
の
花
」
に
限
定
さ
れ
ず
に
「
花
」
と
な
っ
た
相
違
点
が

み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
教
科
書
に
た
っ
た
ひ
と
つ
載
る
現
代
語
訳
を
最
初

に
読
ん
だ
学
習
者
あ
る
い
は
教
師
も
、
そ
れ
を
絶
対
視
す
る
／
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
教
科
書
編
纂
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
現
代
語
訳
と
、
右
の
原

文
の
出
典
に
載
る
現
代
語
訳
の
位
相
差
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
、
時
代
の
変
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化
と
と
も
に
提
示
さ
れ
て
き
た
、
他
の
訳
者
の
現
代
語
訳
を
〈
現
代
語
訳
〉
と

し
て
活
用
、
比
較
な
ど
を
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ

り
、
和
歌
の
教
授
／
享
受
に
お
い
て
も
の
の
見
方
の
多
様
性
を
知
る
こ
と
は
こ

れ
か
ら
の
古
典
文
学
の
教
育
・
研
究
に
今
ま
で
以
上
に
必
要
な
視
座
で
あ
ろ
う
。

　
『
古
今
集
』
の
現
代
語
訳
に
接
す
る
と
き
に
、
ま
ず
は
そ
の
行
為
は

―
時

に
そ
の
訳
を
音
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
音
声
に
よ
っ
て
届
く
状
況
も
あ
ろ
う
が

―
概
ね
訳
者
が
残
し
た
文
字
化
さ
れ
た
現
代
語
訳
を
読
む
こ
と
が
主
と
な

る
。
こ
の
読
む
行
為
に
は
、
今
日
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
味
が
存
在
す
る
。
ひ

と
つ
は
訳
者
の
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
。
い
ま
ひ
と
つ
は
読
者
の
も
の
と
し
て

読
む
こ
と
で
あ
る
。
文
学
研
究
に
お
い
て
作
者
論
は
や
や
下
火
と
な
り
、
テ
ク

ス
ト
論
が
主
と
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
前
述
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
「
作
者
」
は
教
授
／
享
受
者
と
ど
こ
ま
で
重
な
り
、

ど
こ
ま
で
異
な
る
か
も
論
じ
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
し
て
、和
歌
以
上
に〈
現

代
語
訳
〉
に
は
訳
者
の
存
在
が
よ
り
直
接
的
に
学
習
者
に
影
響
す
る
。
な
ぜ
な

ら
、
学
習
者
も
ま
た
自
分
の
〈
現
代
語
訳
〉
を
試
み
る
こ
と
が
つ
ね
に
可
能
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
訳
者
は
詠
作
者
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
和
歌

を
、
時
代
を
経
て
伝
え
る
上
で
、『
古
典
は
遺
産
か
？
』
に
も
論
じ
ら
れ
た
新

た
な
〈
作
者
〉
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
加
え
て
〈
現
代
語
訳
〉
を

試
み
る
学
習
者
も
ま
た
同
一
の〈
作
者
〉に
部
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

五
、
紀
友
則
歌
と
〈
現
代
語
訳
〉

―
脱
・
補
助
的
／
従
属
的
役
割

　

右
の
よ
う
に
和
歌
と
〈
現
代
語
訳
〉
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
き
、

「
こ
の
歌
は
、
忠
実
に
散
文
で
現
代
語
訳
す
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
く
陳
腐
に

な
っ
て
し
ま
う
」
と
田
渕
に
い
わ
し
め
た
、
前
述
の
紀
友
則
の
、

　
　

桜
の
花
の
散
る
を
よ
め
る

久
方
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む

 

（
古
今
集
・
春
上
・
八
四
）

の
今
日
の
現
代
語
訳
を
多
様
性
を
重
視
し
〈
現
代
語
訳
〉
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
、
各
々
を
比
較
し
、
そ
の
訳
者
の
手
法
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
。
嚆

矢
と
し
て
名
を
残
す
宣
長
の
訳
に
は
、

①

 

日
ノ
光
リ
ノ
ノ
ド
カ
ナ
ユ
ル
リ
ト
シ
タ
春
ノ
日
ヂ
ヤ
ニ  

ド
ウ
云
コ

ト
デ
花
ハ
此
ヤ
ウ
ニ
サ
ワ

く
ト
心
ゼ
ワ
シ
ウ
チ
ル
コ
ト
ヤ
ラ
（
古

今
集
遠
鏡
）

と
あ
る
。
一
読
し
て
「
ヂ
ヤ
ニ
」
が
目
を
引
く
。
地
域
性
や
時
代
性
を
う
か
が

わ
せ
る
往
時
の
俗
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
春
の
日
」
に
対
し
て
「
ユ
ル
リ
ト

シ
タ
」
と
修
飾
語
を
付
し
、
春
の
日
が
の
ど
か
で
あ
る
こ
と
と
春
の
日
の
の
ど

か
な
さ
ま
が
、
光
に
よ
っ
て
「
ノ
ド
カ
ナ
」
と
生
じ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て

い
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
「
ユ
ル
リ
ト
シ
タ
」
と
付
加
し
、
前
半
部
の
上
三
句
を

冗
長
に
訳
す
こ
と
で
、い
っ
そ
う
の
ど
か
な
様
子
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
ノ
ド
カ
ナ
」
と
一
語
に
収
め
る
こ
と
を
せ
ず
に
訳
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
下
二
句
に
つ
い
て
は
、「
ド
ウ
云
コ
ト
デ
」
や
「
此
ヤ
ウ
ニ
」
と
付
記
す

る
こ
と
で
、
嘱
目
の
景
に
近
接
し
て
対
峙
し
、
花
の
散
る
様
子
に
も
「
サ
ワ

く
ト
」
と
心
の
揺
れ
る
当
惑
す
る
さ
ま
を
言
語
化
し
て
い
る
。
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『
古
今
集
』
の
現
代
語
訳
は
数
多
あ
る
が
、
近
現
代
に
お
い
て
代
表
的
な
も

の
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
訳
者
が
ど
こ
に
注
意
を
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
比
較
こ
そ
が
多
様
性
の
存
在
を
認

識
で
き
る
〈
現
代
語
訳
〉
と
な
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

　

金
子
元
臣
『
古
今
和
歌
集
評
釋
』
の
八
四
番
歌
の
訳
（
金
子
は
「
大
意
」
と

い
う
）
を
み
よ
う
。

②

 

大
空
の
日
の
光
の
ゆ
つ
た
り
と
し
た
春
の
日
で
あ
る
の
に
、
何
故
に

花
が
こ
の
や
う
に
落
着
き
心
も
な
く
、
そ
は

く
と
せ
わ
し
く
散
る

の
で
あ
ら
う
ぞ

　

金
子
は
和
歌
の
初
句
に
あ
る
枕
詞
「
久
方
の
」
を
意
識
し
つ
つ
訳
そ
う
と
し

て
い
る
。
同
書
に
は「
此
處
で
は
日
の
9

9

光
と
續
く
意
な
の
を
、略
し
て
直
に「
光
」

に
か
け
た
」
と
言
及
す
る
。
前
述
の
『
遠
鏡
』
が
「
日
の
光
〜
」
か
ら
訳
し
始

め
た
の
と
比
べ
て
も
「
大
空
の
」
と
訳
に
入
れ
た
こ
と
に
工
夫
が
見
出
せ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
枕
詞
「
久
方
の
」
が
天
を
は
じ
め
天
象
に
関
す
る
語
を
導
く

と
は
い
え
、「
大
空
の
」
と
訳
し
出
し
た
の
に
は
金
子
が
さ
ら
に
先
人
に
学
ん

だ
こ
と
以
上
に
金
子
の
想
像
力
に
よ
る
語
彙
の
選
択
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

和
歌
は
初
句
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
観
の
導
入
部
分
が
示
さ
れ
、
以
下
の
方
向
性

が
決
ま
る
。
ま
た
短
詩
型
の
韻
文
で
あ
り
定
型
で
あ
る
た
め
に
、
一
言
一
句
の

和
歌
内
に
お
け
る
意
味
合
い
も
小
さ
く
は
な
い
。
一
方
、『
遠
鏡
』
に
通
じ
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。「（
遠
）
ユ
ル
リ
ト
シ
タ

―
（
金
）
ゆ
っ
た
り
と
し

た
」・「（
遠
）
ド
ウ
云
コ
ト
デ
花
ハ
此
ヤ
ウ
ニ

―
（
金
）
何
故
に
花
が
こ
の

や
う
に
」・「（
遠
）
サ
ワ

く
ト
心
ゼ
ワ
シ
ウ

―
（
金
）
そ
は

く
と
せ
は

し
く
」な
ど
は
参
照
し
た
と
考
え
て
も
よ
く
、影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
初
句
を
「
大
空
の
」
と
示
し
た
と
こ
ろ
に
『
遠
鏡
』
と
は
異
な
る
金

子
の
〈
現
代
語
訳
〉
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
、『
万
葉
集
』
や
『
新
古
今

和
歌
集
』の
評
釈
を
著
し
た
窪
田
空
穂
の『
古
今
和
歌
集
評
釈
』に
載
る
訳（
釈
）

を
み
て
み
よ
う
。

③
日
の
光
の
の
ど
か
な
春
の
時
節
に
、
落
ち
つ
い
た
心
が
な
く
、
桜
の
花

は
散
る
こ
と
で
あ
る
よ
。

　

枕
詞
の
訳
し
出
し
を
せ
ず
に
、「
日
の
光
」
か
ら
始
め
た
上
で
、
友
則
の
「
春

の
日
に
」
の
「
日
」
を
「
時
節
」
と
し
っ
か
り
言
い
換
え
た
と
こ
ろ
に
空
穂
の

厳
格
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
①
な
ら
び
に
②
が
「
花
」
を
そ

の
ま
ま
「
花
」
と
訳
し
て
い
た
の
に
比
し
て
「
桜
の
花
」
と
限
定
し
、
明
示
し

た
こ
と
に
も
通
じ
て
こ
よ
う
。
和
歌
を
訳
す
上
で
必
要
最
小
限
の
補
足
と
み
れ

ば
、
八
四
番
歌
の
表
現
を
極
力
保
と
う
と
詠
作
者
に
寄
り
添
っ
た
感
が
強
い
。

次
に
古
今
集
中
の
和
歌
の
並
び
方
で
あ
る
配
列
（
排
列
）
に
特
に
注
目
し
た
松

田
武
夫
『
新
釈
古
今
和
歌
集
』
は
「
通
釈
」
に
お
い
て

④
日
の
光
が
、
こ
ん
な
に
う
ら
ら
か
に
さ
し
て
い
る
春
の
日
な
の
に
、
ど

う
し
て
ま
あ
、
落
ち
つ
い
た
心
も
な
く
あ
わ
た
だ
し
く
、
桜
の
花
は
散
っ

て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

松
田
は
日
の
光
に
対
し
て
「
う
ら
ら
か
に
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
春

の
日
、
日
の
光
に
適
し
て
い
る
と
い
う
判
断
は
松
田
に
は
あ
る
が
、
近
現
代
に
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【
表
】『
古
今
集
』
紀
友
則
八
四
番
歌
に
関
す
る
近
年
の
主
な
現
代
語
訳

1

金
子
評
釋

大
空
の
日
の
光
の
ゆ
つ
た
り
と
し
た
春
の
日
で
あ
る
の
に
、
何
故
に
花
が
こ
の
や
う
に
落
着
き
心
も
な
く
、
そ
は

く
と
せ
わ
し
く
散
る
の
で
あ
ら
う
ぞ
。

2

空
穂
評
釈

日
の
光
の
の
ど
か
な
春
の
時
節
に
、
落
ち
着
い
た
心
が
な
く
、
桜
の
花
は
散
る
こ
と
で
あ
る
よ
。

3

岩
波
旧
大
系

頭
注
に
語
注
あ
る
の
み
。「
久
方
の
ひ
か
り
―
日
の
光
。
ひ
か
げ
。「
久
方
の
」
は
も
と
枕
詞
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
日
の
」
の
意
に
用
い
た
。
○
し
づ
心
な
く
花

の
ち
る
ら
む
―
（
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
）
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
花
が
散
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

4

松
田
新
釈

日
の
光
が
、こ
ん
な
に
う
ら
ら
か
に
さ
し
て
い
る
春
の
日
な
の
に
、ど
う
し
て
ま
あ
、落
ち
つ
い
た
心
も
な
く
あ
わ
た
だ
し
く
、桜
の
花
は
散
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。

5

小
学
館
旧
全
集

太
陽
の
光
が
の
ど
か
に
照
っ
て
い
る
春
な
の
に
、
そ
の
春
に
背
い
て
散
る
花
は
、
き
っ
と
せ
つ
な
い
思
い
で
散
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

6

竹
岡
全
注
釈

大
空
の
光
の
の
ど
か
な
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
落
着
い
た
心
が
な
く
花
が
散
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

7

新
潮
集
成

日
の
光
が
の
ど
か
に
輝
い
て
い
る
春
の
日
に
、
な
ぜ
、
あ
わ
た
だ
し
く
花
は
散
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

8

久
曾
神
文
庫

日
の
光
も
の
ど
か
な
春
の
日
で
あ
る
の
に
、
落
ち
着
い
た
気
持
も
な
く
桜
の
花
が
散
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

9

小
町
谷
文
庫

日
の
光
が
の
ど
か
に
照
っ
て
い
る
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
桜
の
花
は
あ
わ
た
だ
し
く
散
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

10

岩
波
新
大
系

日
の
光
が
の
ど
か
に
照
ら
す
こ
の
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
桜
の
花
が
散
る
の
だ
ろ
う
。

11

小
学
館
新
全
集

日
の
光
が
の
ど
か
に
照
っ
て
い
る
春
な
の
に
、
そ
の
春
に
背
い
て
散
る
花
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
、
切
な
い
思
い
で
散
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

12

片
桐
全
評
釈

天
か
ら
降
り
そ
そ
ぐ
光
が
こ
ん
な
に
の
ど
や
か
な
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
花
が
散
る
の
だ
ろ
う
か
。

13

高
田
文
庫

日
の
光
が
お
だ
や
か
な
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
花
は
あ
わ
た
だ
し
く
散
る
の
だ
ろ
う
。

14

和
歌
文
学
大
系

日
の
光
が
の
ど
か
に
照
っ
て
い
る
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
桜
の
花
は
散
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

＊
注
釈
出
典
一
覧

1

金
子
元
臣
『
古
今
和
歌
集
評
釋
』（
明
治
書
院
、
一
九
〇
一
〜
〇
八
年
、
の
ち
に
新
訂
版
、
一
九
二
七
年
） 

2

窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』（
東
京
堂
、
一
九
三
五
年
〜
三
七
年
、
改
訂
版
一
九
六
〇
年
、
の
ち
に
角
川
書
店
よ
り
『
窪
田
空
穂
全
集
』
所
収
一
九
六
五
年
）

3

佐
伯
梅
友
『
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
8
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）

4

松
田
武
夫
『
新
釈
古
今
和
歌
集　

上
巻
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）

5

小
沢
正
夫
『
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
7
、
小
学
館
、
一
九
七
一
年
）

6

竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
上
）』（
右
文
書
院
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
に
補
訂
版
、
一
九
八
一
年
）

7

奥
村
恆
哉
『
古
今
和
歌
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
19
、
新
潮
社
、
一
九
七
八
年
）

8

久
曾
神
昇
『
古
今
和
歌
集
（
一
）』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）

9

小
町
谷
照
彦
『
古
今
和
歌
集
』（
旺
文
社
文
庫
、
旺
文
社
、
一
九
八
二
年
、
の
ち
に
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版
、
二
〇
一
〇
年
） 

10

小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
『
古
今
和
歌
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
5
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
） 

11

小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
『
古
今
和
歌
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
） 

12

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
上
）』（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
、
の
ち
に
講
談
社
学
術
文
庫
版
、
二
〇
一
九
年
）

13

高
田
祐
彦
『
新
版
古
今
和
歌
集
現
代
語
訳
付
き
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
九
年
） 

14

久
保
田
淳
・
高
野
晴
代
・
鈴
木
宏
子
・
高
木
和
子
・
高
橋
由
記
『
古
今
和
歌
集
』（
和
歌
文
学
大
系
5
、
明
治
書
院
、
二
〇
二
一
年
）



『論叢』玉川大学文学部紀要　第62号

み
る
現
代
語
訳
に
は
「
の
ど
け
し
」
に
影
響
を
さ
れ
る
「
の
ど
か
に
」
が
圧
倒

的
に
多
い
。
だ
が
、
松
田
の
選
択
は
光
の
描
写
と
し
て
「
の
ど
か
に
」
と
は
異

な
る
語
彙
で
あ
り
同
音
「
ら
ら
」
の
繰
り
返
し
に
よ
る
や
わ
ら
か
な
語
感
を
伝

え
て
く
れ
る
。
今
、
こ
こ
で
現
存
の
現
代
語
訳
を
す
べ
て
あ
げ
る
こ
と
は
し
な

い
が
、
近
年
の
現
代
語
訳
は
次
の
【
表
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
共
通
し
て
い
る

点
や
独
自
の
語
彙
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
多
様
性
こ
そ
学
習
す
る
上

で
有
効
で
あ
る
こ
と
が
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
活
用
の
上
で
、
付
記
す
る
の
で
あ
れ
ば
、〈
現
代
語
訳
〉
に
リ

ズ
ム
を
も
た
せ
る
工
夫
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
学
習
の
段
階
を
考
慮
し

つ
つ
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
推
奨
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
〈
現
代
語
訳
〉
は
到

達
点
と
と
ら
え
る
一
方
で
、
初
学
者
に
と
っ
て
は
出
発
点
で
も
あ
る
。
韻
文
へ

の
誘
い
が
日
常
生
活
の
散
文
中
心
の
言
語
活
動
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

散
文
化
さ
れ
た
と
い
う
「
現
代
語
訳
」
も
有
効
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
和
歌

を
読
む
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
リ
ズ
ム
の
あ
る
韻
文
化
さ
れ
た

〈
現
代
語
訳
〉
こ
そ
到
達
点
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

  

そ
の
過
程
の
中
で
、
語
句
の
選
択
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
語
彙
の
獲
得
な

ど
も
〈
現
代
語
訳
〉
の
比
較
検
討
に
は
有
効
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ
の
よ
う
な

語
彙
力
を
も
つ
多
様
性
の
あ
る
訳
／
訳
者
の
志
向
な
ど
が
言
語
化
さ
れ
て
い
る

〈
現
代
語
訳
〉
を
単
な
る
テ
ク
ス
ト
の
補
助
的
／
従
属
的
に
留
ま
ら
せ
て
し
ま

う
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

六
、 

お
わ
り
に

―
テ
ク
ス
ト
理
解
と
〈
現
代
語
訳
〉
の
多
様
性
・

間
テ
ク
ス
ト
性
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

　
〈
現
代
語
訳
〉
は
和
歌
の
理
解
の
し
か
た
の
ひ
と
つ
が
訳
者
か
ら
投
げ
か
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
読
み
感
じ
考
え
る
読
者
の
存
在
が
あ
る
た

め
、
両
者
間
に
は
文
字
を
通
し
た
〈
対
話
〉
が
生
じ
る
。
そ
こ
に
は
訳
者
か
ら

の
一
方
通
行
的
な
投
げ
か
け
に
対
す
る
感
懐
が
読
者
に
は
誘
発
さ
れ
る
た
め
、

当
然
リ
ア
ル
な
対
話
と
は
異
な
り
、
読
者
が
誘
発
さ
れ
た
内
容
を
訳
者
に
返
す

こ
と
は
な
か
な
か
現
実
的
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
ひ
と
つ
の
〈
現
代
語
訳
〉
が

絶
対
的
に
正
し
い
と
か
、
正
確
で
あ
る
、
と
い
っ
た
判
断
は
つ
け
に
く
い
が
、

ひ
と
つ
の
〈
現
代
語
訳
〉
を
知
る
こ
と
で
〈
ワ
カ
ラ
ナ
イ
コ
ト
〉
が
〈
ワ
カ
ル

コ
ト
〉
に
な
っ
た
と
思
い
込
む
傾
向
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
無
論
、
そ
の
こ
と

は
必
ず
し
も
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、〈
現
代
語
訳
〉
の
活
用

の
し
か
た
は
ま
だ
考
え
る
余
地
が
あ
る
。
近
年
、
白
石
良
夫）

21
（

は
、
訳
に
関
し
て

「
移
し
替
え
る
」
と
改
め
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

古
典
を
現
代
語
（
当
代
語
・
口
語
・
俗
語
）
に
移
し
替
え
る
行
為
の
そ
の

先
蹤
と
い
え
ば
、
中
世
禅
籍
の
抄
物
が
あ
り
、
近
世
で
は
漢
籍
の
国
字
解

な
ど
が
浮
か
ぶ
。
い
ず
れ
も
外
国
語
文
献
の
翻
訳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
日

本
語
訳
文
が
現
代
語
に
な
る
の
に
さ
ほ
ど
違
和
感
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、わ
が
古
典
（
和
文
）
の
現
代
語
訳
、と
く
に
「
歌

語
＝
雅
語
」
の
意
識
が
染
み
付
い
た
和
歌
に
お
い
て
、
そ
の
俗
語
訳
を
試

み
る
に
は
多
分
に
抵
抗
感
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

― 148（11）―



〈現代語訳〉から始まる古典和歌の理解

　

こ
こ
に
は
往
時
の
和
歌
に
み
え
る
雅
語
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
を
俗
語
訳
に
す

る
こ
と
に
は
「
抵
抗
感
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
。
こ
こ
に
い
う
「
抵
抗

感
」
に
は
「
雅
語
」
な
ら
で
は
の
威
厳
や
畏
怖
の
存
在
、
あ
る
い
は
不
敬
意
識

へ
の
そ
れ
が
想
起
さ
れ
る
と
い
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
カ
ノ
ン
と
し

て
の
意
識
を
壊
し
か
ね
な
い
こ
と
を
想
起
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
往

時
の
人
々
が
「
抵
抗
感
」
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
、
興
味
深

い
指
摘
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
今

日
の
〈
現
代
語
訳
〉
を
行
う
側
の
意
識
に
は
、
俗
語
化
へ
の
「
抵
抗
感
」
が
存

在
し
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
で
き
る
だ
け
原
文
に
忠
実
に
、
と
い
う
方
針

が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
抵
抗
感
」
に
通
じ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
抵
抗
感
」
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
意
味
が
〈
ワ
カ
ラ
ナ
イ
〉

こ
と
を
〈
ワ
カ
ル
〉
こ
と
に
し
た
い
欲
求
が
勝
れ
ば
、〈
現
代
語
訳
〉
へ
の
道

は
拓
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、〈
ワ
カ
ル
〉
こ
と
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
も
ま
た
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
に
は
〈
ワ
カ

ル
〉
こ
と
に
も
限
度
や
制
限
が
か
か
る
こ
と
、あ
る
い
は
限
定
的
に
〈
ワ
カ
ル
〉

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
も
あ
ろ
う）

22
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。
言
い
換
え
れ
ば
、
和
歌
を
訳
す
こ
と

は
、
繰
り
返
す
が
、
あ
く
ま
で
も
訳
者
の
読
み
の
ひ
と
つ
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

す
ぎ
ず
、
読
者
は
〈
現
代
語
訳
〉
を
批
判
的
に
教
授
／
享
受
し
、
多
角
的
に
と

ら
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
も
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
述
し
た

白
石
は
さ
ら
に
前
節
に
続
き
、

そ
れ
を
試
み
た
の
が
本
居
宣
長
の
『
古
今
集
遠
鏡
』
で
あ
る
。
古
今
集
の

現
代
語
訳
の
嚆
矢
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
古
典
を
当
代
語
に
翻
訳
し
て

成
功
し
た
最
初
の
例
で
あ
る
。

と
「
現
代
語
訳
」
の
嚆
矢
と
し
て
冒
頭
の
宣
長
を
あ
げ
る）

23
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。
こ
の
宣
長
を
は
じ

め
、
注
釈
の
成
果
と
し
て
の
〈
現
代
語
訳
〉
に
つ
い
て
そ
こ
に
存
在
す
る
問
題

意
識
を
も
と
に
論
じ
て
き
た
。
従
来
の
現
代
語
訳
は
多
様
性
の
観
点
が
十
分
で

は
な
く
、
散
文
化
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
と
す
る
こ
と
へ
の
ひ
と
つ
の
問
題
提
起

で
あ
る
。
た
だ
し
、
テ
ク
ス
ト
の
定
型
化
で
あ
る
五
七
五
七
七
が
瓦
解
さ
れ
か

ね
な
い
こ
と
、
原
文
と
の
併
記
の
問
題
、
さ
ら
に
は
リ
ズ
ム
と
〈
現
代
語
訳
〉

の
問
題
も
ま
だ
論
じ
る
べ
き
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、学
習
の
始
発
点
に〈
現

代
語
訳
〉
を
据
え
る
意
義
に
は
、
何
よ
り
も
間
テ
ク
ス
ト
性
を
こ
こ
に
意
識
す

る
こ
と
に
よ
り
和
歌
の
テ
ク
ス
ト
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
積
極
的
に
再
考
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
国
内
の
研
究
史
に
限
ら
ず
、
海
外
の
研
究
者
も

交
え
て
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
和
歌
に
限
ら
ず
広
く
日
本
文
学

に
応
用
で
き
る
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
指
摘
に
留
め
、
別
の
機
会
に
譲

り
た
い
。

注（
1
）
久
保
朝
孝
編
『
危
機
下
の
中
古
文
学
2 

0 

2 

0
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇

年
）

（
2
）
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
「
日
本
古
典
と
感
染
症
」
が
動
画
配
信
さ
れ
た
（
ロ

バ
ー
ト　

キ
ャ
ン
ベ
ル
、
国
文
学
研
究
資
料
館https://w

w
w

.nijl.ac.jp/koten/

learn/post-14.htm
l

二
〇
二
〇
年
四
月
）、
久
保
朝
孝
編
前
掲
書
に
も
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
言
及
が
あ
る
。　

（
3
）
た
と
え
ば
「
在
原
業
平
の
和
歌
力
」
と
題
し
て
講
演
を
す
る
機
会
を
得
た
が
、

そ
の
と
き
の
参
加
者
は
講
演
直
後
に
「
今
日
は
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言
い

― 147（12）―
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残
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、業
平
の
和
歌
力
か
ら
派
生
し
た
間
接
的
な〈
回
復
力
〉

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
4
）「
テ
ク
ス
ト
遺
産
の
利
用
と
再
創
造

―
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
所
有
性
、

作
者
性
、真
正
性
」（
二
〇
二
〇
年
七
月
十
八
日
早
稲
田
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）
な
ど
は
イ
タ
リ
ア
・
カ
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
の
エ
ド
ア
ル
ド
・
ジ
ェ

ル
リ
ー
ニ
が
主
体
と
な
っ
て
構
想
、
企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
聴
衆
者
と

し
て
傍
聴
し
た
が
根
本
的
な
問
題
意
識
は
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
日
の
開
催
報
告
は
河
野
貴
美
子
に
よ
っ
てhttps://w

w
w

.

w
aseda.jp/flas/gjs/new

s/706

に
掲
載
さ
れ
、E

doardo G
E

R
L

IN
I

・
河
野
貴

美
子
編
『
古
典
は
遺
産
か
？
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
「
現
代
語
訳
は
乾
燥
わ
か
め
」・「
現
代
語
訳

で
わ
か
っ
た
気
に
な
っ
て
し
ま
う
怖
さ
」
な
ど
現
代
語
訳
の
問
題
点
を
提
言
し

た
も
の
に
、
木
越
治
・
丸
井
貴
史
編
『
読
ま
な
け
れ
ば
な
に
も
は
じ
ま
ら
な
い

―
い
ま
か
ら
古
典
を
〈
読
む
〉
た
め
に
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二
一
年
）
が

あ
る
。

（
5
）『
本
居
宣
長
「
う
ひ
山
ぶ
み
」』(

全
訳
注
白
石
良
夫
、
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
〇
九
年)

、『
本
居
宣
長
「
う
ひ
山
ぶ
み
」
全
読
解
』(

右
文
書
院
、

二
〇
〇
三
年)

よ
り
一
部
改
訂
。
な
お
、
氏
の
著
作
『
注
釈
・
考
証
・
読
解
の

方
法

―
』（
文
学
通
信
、
二
〇
一
九
年
）
の
「
天
動
説
は
滅
び
な
い

―
ま

え
が
き
に
か
え
て
」
は
同
文
の
現
代
語
訳
か
ら
起
筆
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）『
古
今
集
』
の
注
釈
に
関
し
て
は
浅
田
徹
が
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
一
日
全

国
大
学
国
語
国
文
学
会
令
和
三
年
度
冬
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
言
及
し

た
。
浅
田
は
「
敷
島
の
道
の
リ
セ
ッ
ト

―
古
今
集
の
注
釈

―
」
と
題
し
、

「
歌
道
」
に
よ
る
伝
習
か
ら
「
国
文
学
」
の
教
育
研
究
へ
、
と
い
う
流
れ
の
中

で
『
古
今
集
』
が
教
授
／
享
受
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
た
。

（
7
）『
説
文
解
字
』
巻
四
「
言
部
」1713

「
譯
」（「
諸
子
百
家
・
中
國
哲
學
書
電
子

化
計
劃
」、
先
秦
兩
漢
・
字
通https://ctext.org/shuo-w

en-jie-zi/yan-bu/

zh

）
の
項
。
な
お
、『
説
文
解
字
』
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
、

　
　
　

中
国
の
現
存
す
る
最
古
の
字
書
。
一
五
巻
。
後
漢
の
許
慎
の
著
。
永
元

一
二
年
（
一
〇
〇
）
成
立
。
小
篆
（
し
ょ
う
て
ん
）
の
字
体
に
よ
っ
て
、

約
一
万
字
の
文
字
を
五
四
〇
部
に
分
類
し
、
六
書
（
り
く
し
ょ
）
に
従
っ

て
形
・
音
・
義
を
説
い
た
も
の
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
中
国
文
字
学
の
も
っ

と
も
基
本
的
な
書
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
説
文
。

　
　

と
載
る
、
中
国
現
存
最
古
の
字
書
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
林
史
朗
の

開
設
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
雑
言
」11(http://w

w
w

.ic.daito.ac.jp/~
oukodou/

kosyo/kosyo-125.htm
l)

に
は
字
書
に
つ
い
て
、　

　
　
　

字
書
は
、
中
国
か
ら
漢
字
を
受
け
入
れ
た
日
本
に
在
っ
て
、
そ
の
漢
字

の
音
や
意
味
を
理
解
す
る
上
で
、必
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
工
具
書
で
あ
る
。

漢
字
の
音
や
意
味
も
時
代
と
共
に
変
化
し
、
現
在
の
漢
和
辞
典
に
書
か
れ

て
い
る
意
味
が
、
必
ず
し
も
当
時
の
和
語
の
意
味
と
一
致
す
る
と
は
限
ら

な
い
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
平
安
の
、
鎌
倉
時
代
に
は
鎌
倉
の
、
和

語
と
し
て
の
漢
字
の
意
味
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

現
存
す
る
日
本
人
の
手
に
な
る
最
古
の
字
書
が
、
空
海
の
『
篆
隷
萬
象

名
義
』
で
あ
る
。
こ
の
字
書
は
、
粱
の
顧
野
王
が
著
し
た
『
玉
篇
』
を
節

略
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
中
期
以
後
10
世

紀
か
ら
11
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、「
四
大
辞
書
」
と
称
さ
れ
る
四
種
類

の
辞
書
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、『
新
撰
字
鏡
』（
漢
和
辞
書
）・『
和
名

類
聚
集
（
マ
マ
）』（

漢
和
辞
書
）・『
類
聚
名
義
抄
』（
漢
和
辞
書
）・『
伊
呂
波
字
類

抄
』（
漢
和
辞
書
或
い
は
国
語
辞
書
）
の
四
種
で
あ
る
。

　
　
　

　

因
っ
て
、
あ
る
漢
字
を
平
安
時
代
の
人
々
が
ど
の
様
な
和
語
の
意
味
に

理
解
し
て
い
た
か
を
知
る
た
め
に
は
、
当
然
上
記
の
辞
書
類
を
見
る
必
要

が
有
る
の
で
あ
る
。

　
　

と
す
る
。

（
8
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
字
通
』（
白
川
静
、平
凡
社
、一
九
九
六
年
）「
訳
」（
旧

字
「
譯
」）
の
項
（
字
形
に
つ
い
て
の
記
述
）。

（
9
）
小
島
憲
之
他
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
二
、五
五
四
〜
五
五
五
頁
（
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
3
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）

（
10
）『
古
事
類
苑
』
文
学
部
二
十
七
外
国
語
学
、
洋
巻
第
2
巻
、
九
七
七
頁
。
な
お

「
譯
語
」
は
『
日
本
書
紀
』
敏
達
紀
に
は
「
訳
（
譯を

）
語さ

田た

」
に
宮
を
造
る
記

事
が
あ
る
。
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（
11
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
大
漢
和
辞
典
』（『
大
漢
和
辞
典 

修
訂
第
二
版
』
大
修

館
書
店
、
一
九
九
五
年
）
十
巻
、
六
〇
〇
頁
。

（
12
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』

小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）「
訳
」・「
訳
す
る
」
の
項
。

（
13
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』（『
大
辞
泉 

第
二
版
』
小
学
館
、

二
〇
一
二
年
）

（
14
）『
新
明
解
国
語
辞
典
第
八
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
二
一
年
）

（
15
）『
口
訳
万
葉
集
／
百
人
一
首
／
新
々
百
人
一
首
』（
池
澤
夏
樹=

個
人
編
集 

日

本
文
学
全
集
02
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
）

（
16
）
田
渕
句
美
子
「
歌
人
た
ち
の
肉
眼
で
見
る
」（
リ
ポ
ー
ト
笠
間N

O
.59

「
特
集　

古
典
の
現
代
語
訳
を
考
え
る
」
二
〇
一
五
年
十
一
月
、
笠
間
書
院
） 

。
田
渕
は

友
則
歌
以
外
に
も
大
弐
三
位
の
「
有
馬
山
猪
名
の
笹
原
風
吹
け
ば
い
で
そ
よ
人

を
忘
れ
や
は
す
る
」
に
対
す
る
現
代
詩
「
有
馬
山
／
猪
名
の
笹
原
の
笹
の
葉
は

／
さ
ら
さ
ら
そ
よ
そ
よ
／
忘
れ
て
し
ま
い
な
さ
い
と
い
う
よ
う
に
吹
く
け
れ
ど

／
忘
れ
た
の
は
あ
な
た
で
し
ょ
う
／
ど
う
し
て
わ
た
し
が
／
あ
な
た
を
わ
す
れ

ま
し
ょ
う
」
を
「
サ
行
音
の
反
復
」
や
「
し
ょ
う
の
反
復
」
を
あ
げ
て
分
析
を

し
た
上
で
、
現
代
詩
の
効
用
を
認
め
て
い
る
。
な
お
、
近
年
、
千
野
裕
子
は
「
古

典
の
翻
案
の
可
能
性

―
実
践
者
の
立
場
か
ら
」（『
中
古
文
学
』第
一
〇
八
号
、

二
〇
二
一
年
十
一
月
）
に
お
い
て
、演
劇
を
通
じ
て
「
解
釈
と
再
創
造
の
営
み
」

に
つ
い
て
論
じ
る
。
テ
ク
ス
ト
と
観
客
の
見
て
い
る
も
の
を
「
幻
視
」
と
称
す

る
観
点
は
リ
ズ
ム
や
身
体
を
伴
い
示
唆
に
富
む
。

（
17
）
俵
万
智
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
語
訳
み
だ
れ
髪
』（
河
出
書
房
新
社
、一
九
九
八
年
）

な
お
、
俵
は
『
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』（
少
年
少
女
古
典
文
学
館
、
講
談
社
、

一
九
九
一
年
）
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
の
訳
に
現
代
短
歌
を
用
い
た
こ
と
が

最
初
で
あ
る
と
後
に
言
及
し
て
い
る
。
以
下
、
参
照
の
こ
とhttp://w

w
w

.for-

you.co.jp/tour_sakai/akiko/arekore/taw
ara.htm

俵
は
こ
の
と
き
、

　
　
　

現
代
語
訳
さ
れ
た
短
歌
と
い
う
の
は
、
悲
し
い
け
れ
ど
味
け
な
い
。 

理

屈
っ
ぽ
く
て
、
く
ど
く
ど
し
て
い
て
、
現
代
の
日
本
語
と
し
て
も
、
な
ん

だ
か
変
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

古
典
を
訳
す
た
め
の
独
特
の
言
い
回
し

―
、 「
ナ
ン
ト
カ
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」

と
か
「
あ
あ
ナ
ン
ト
カ
で
あ
る
こ
と
よ
」
と
か
。 

こ
れ
ら
は
、
試
験
の

答
案
を
書
く
際
に
「
私
は
、〈
反
語
〉
や
〈
詠
嘆
〉
を
理
解
し
て
訳
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
サ
イ
ン
と
し
て
は
、 

有
効
な
の
だ
け
れ
ど
。

　
　

と
現
代
語
訳
さ
れ
た
短
歌
を
必
ず
し
も
肯
定
的
に
は
と
ら
え
て
い
な
い
発
言
が

あ
る
。

（
18
）
二
〇
二
〇
年
度
中
田
幸
司
担
当
「
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ア
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
Ｂ
」
に
お

け
る
『
古
今
集
』
輪
読
時
の
学
生
の
発
言
等
。

（
19
）
第
2
回
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
世
界
の
中
の
和
歌

― 

多
言
語
翻
訳

を
通
し
て
見
る
日
本
文
化
の
受
容
と
変
容

―
」
に
お
け
る
参
加
者
の
発
言
等

（
二
〇
二
〇
一
年
九
月
三
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、https://w

w
w

.w
aseda.jp/

inst/sgu/new
s/2021/10/06/10200/

参
照
）

（
20
）
他
に
同
教
科
書
に
は
藤
原
敏
行
の
「
秋
来き

ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど

も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」（
秋
歌
下
）・
小
野
小
町
「
思
ひ
つ
つ
寝ぬ

れ

ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を
」（
恋
歌
二
）
の
和

歌
と
現
代
語
訳
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）。
白
石
良
夫
「
五
七
五
七
七
の
現
代
語
訳
」（
リ
ポ
ー
ト
笠
間N

O
.59

前
掲
書
）

（
22
）
教
室
内
の
一
場
面
に
お
い
て
教
師
が
児
童
や
生
徒
に
「
わ
か
り
ま
し
た
か
」

と
問
い
か
け
た
場
合
の
〈
ワ
カ
ル
コ
ト
〉
は
児
童
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
ヒ
ト
の
認
識
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
平
明
に
解
説
し
た
も
の
に
、
山
鳥
重
『「
わ
か
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か

―
認
識
の
脳
科
学
』（
ち
く
ま
新
書
、筑
摩
書
房
、二
〇
〇
二
年
）

が
あ
る
。

（
23
）『
古
今
集
遠
鏡
』
に
つ
い
て
は
今
西
祐
一
郎
も
同
書
（『
古
今
集
遠
鏡
』
2
、

東
洋
文
庫
七
七
二
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
解
説
に
お
い
て
、

　
　
　

『
古
今
集
遠
鏡
』
は
、本
居
宣
長
に
よ
る
『
古
今
集
』
の
俗
語
訳
で
あ
る
。

書
名
の
「
遠
鏡
」
に
つ
い
て
は
、宣
長
自
身
が
冒
頭
の
「
は
し
が
き
」（
稿

者
注
・
後
掲
）
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
、
世
に
『
古
今
集
』
の
注
釈
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

遠
く
の
高
山
に
み
え
る
木
々
の
種
類
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
熟
知
し
た
土
地

の
者
に
説
明
を
聞
く
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
説
明
が
い
く
ら
詳
し
く
て
も

実
物
に
距
離
を
置
い
た
、こ
と
ば
に
よ
る
だ
け
の
理
解
に
は
限
度
が
あ
る
。

注
釈
書
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
遠
め
が
ね
」（
望

遠
鏡
）
で
覗
い
て
見
れ
ば
、
一
本
一
本
の
枝
の
長
短
、
葉
の
色
づ
き
の
濃

淡
ま
で
が
、
庭
木
の
ご
と
く
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
。
遠
い
昔
の
和
歌

の
こ
と
ば
を
今
の
世
の
俗
語
に
訳
し
て
理
解
す
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
が
『
古
今
集
遠
鏡
』
で
あ
る
、
と
。

　
　
『
古
今
集
遠
鏡
』（
は
し
が
き
）

　
　
　

雲
の
ゐ
る
と
ほ
き
こ
ず
ゑ
も
と
ほ
か
ゞ
み　

　
　
　
　
　
　

う
つ
せ
ば
こ
ゝ
に
み
ね
の
も
み
ぢ
葉

　
　

此
書（
ふ
み
）は
、
古
今
集
の
哥
ど
も
を
、
こ
と
〴
〵
く
今
の
世
の
俗サ
ト
ビ
ゴ
ト語に
訳ウ
ツ

せ
る
也
、

そ
も

く
此
集
は
、
よ
ゝ
に
物
よ
く
し
れ
り
し
人
々
の
、
ち（

注

釈

）

う
さ
く
ど
も
の
あ

ま
た
有
て
、
の
こ
れ
る
ふ
し
も
あ
ら
ざ
ン
な
る
に
、
今
さ
ら
さ
る
わ
ざ
は
、
い

か
な
れ
ば
と
い
ふ
に
、
か
の
注
釈
と
い
ふ
す
ぢ
は
、
た
と
へ
ば
い
と
は
る
か
な

る
高
き
山
の
梢
ど
も
の
、
あ
り
と
ば
か
り
は
、
ほ
の
か
に
見
ゆ
れ
ど
、
そ
の
木

と
だ
に
、
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
を
、
そ
の
山
近
き
里
人
の
、
明
暮
の
つ
ま
木
の
た

よ
り
に
も
、
よ
く
見
し
れ
る
に
、
さ
し
て
か
れ
は
と
ゝ
ひ
た
ら
む
に
、
何
の
木

く
れ
の
木
、
も
と
だ
ち
は
し
か

く
、
梢
の
あ
る
や
う
は
、
か
く
な
む
と
や
う

に
、
語
り
聞
せ
た
ら
む
が
ご
と
し
、
さ
る
は
い
か
に
よ
く
し
り
て
、
い
か
に
つ

ぶ
さ
に
物
し
た
ら
む
に
も
、
人
づ
て
耳ミ
ミ

は
、
か
ぎ
り
し
あ
れ
ば
ち
か
く
て
見
る

め
の
ま
さ
し
き
に
は
、
猶
に
る
べ
く
も
あ
ら
ざ
ン
め
る
を
、
世
に
遠ト
ホ

め
が
ね
と

か
い
ふ
な
る
物
の
あ
る
し
て
、
う
つ
し
見
る
に
は
、
い
か
に
と
ほ
き
も
、
あ
さ

ま
し
き
ま
で
、
た
ゞ
こ
ゝ
も
と
に
う
つ
り
き
て
、
枝
さ
し
の
長
き
み
じ
か
き
、

下
葉
の
色
の
こ
き
う
す
き
ま
で
、
の
こ
る
く
ま
な
く
、
見
え
分
れ
て
、
軒
近
き

庭
の
う
ゑ
木
に
、
こ
よ
な
き
け
ぢ
め
も
あ
ら
ざ
る
ば
か
り
に
見
ゆ
る
に
あ
ら
ず

や
、
今
此
遠
き
代
の
言
の
葉
の
、
く
れ
な
ゐ
深
き
心
ば
へ
を
、
や
す
く
ち
か
く
、

手
染
め
の
色
に
う
つ
し
て
見
す
る
も
、
も
は
ら
こ
の
め
が
ね
の
た
と
ひ
に
か
な

へ
ら
む
物
を
や
（
以
下
略
）。
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Reading the Modern Translations : essential for a full  
understanding of classical Waka?: 

Kokin Wakashu, a potential source for a richer and more 
diverse appreciation

Koji NAKADA

Abstract

　 In spite of the evolution of web-, or media-based support, a full appreciation of any classical 
Waka text is a challenge to a modern reader.  Taking the initial step to read the “modern transla-
tion” as an aid, has always been viewed essential toward the full enjoyment and understanding of 
the classical Waka text.  The modern translations, likely has other functions, not well-utilized yet, 
that would effectively contribute as an innovative teaching method or as a tool for students to bet-
ter enjoy the waka poetry texts.  The modern translations may have more of a primary role in to-
day’s education or general understanding in the classical Waka, rather than viewed as a mere 
supplement to the original text.  One must recognize the diverse meanings that multiple modern 
translations of any one classical Waka may offer to dynamically enrich one reader’s process of un-
derstanding the Waka, and to refine the reader’s final achievement of full immersion in the classi-
cal piece.  Unlike having only one modern translation, opening one’s mind to diverse translations 
that intersect with each other is aligned with the current century where diversity is recognized as 
a value in every element of the society.  Reading “multiple modern translations” of any one classi-
cal piece promotes the intertextual enrichment to deepen the understanding of the original texts 
in any classical literature such as classical Waka.

Keywords:	 “Modern Translations”, Kokin Wakashu, Diversity, Intertextuality, understanding 
classical literature, teaching method of classical literature, 


